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(57)【要約】
　マルチキャリアネットワークのチャネル又はサブキャ
リアを既に存在する送信に割り当てる迅速な方法は、媒
体にアクセスしようとする送信端末及び受信端末に、受
信範囲内にあるチャネル又はサブキャリアの状態を決定
させるとともに、最適な最終的な送信に対してチャネル
又はサブキャリアを選択する対応する端末に決定した状
態を表す信号を送信させる。送信端末又は受信端末の送
信範囲内の他の端末は、リザベーションを考慮し、どの
チャネル又はサブキャリアが実際に用いられているか見
つけるために現在の送信を待機する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の量のチャネル又はサブキャリアに分割される所定のバンド幅で作動するマルチキ
ャリアネットワークのような媒体のサブキャリアの状態を送信する方法において、前記状
態の送信の際に、端末が、前記バンド幅の各チャネル又はサブキャリアの現在の状態を表
す状態信号を送信することを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法において、
　前記状態信号を、専用のパケットとして、送信パケットの一部若しくはそれに続くもの
として、又はデータパケットの一部若しくはそれに続くものとして前記媒体で送信するこ
とを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項１又は２記載の方法において、
　前記状態信号をバイナリシーケンスとすることを特徴とする方法。
【請求項４】
　バンド幅が複数のチャネル又はサブキャリアに分割されるネットワークの所定のチャネ
ル又はサブキャリアを、データ交換を試みる送信端末及び受信端末に適切に割り当てる方
法において、
　前記送信端末が、どのサブキャリアが利用できるかを表す提案信号を送信するステップ
と、
　前記受信端末が、どのチャネル又はサブキャリアを選択できるかを表す決定信号を送信
するステップと、
　前記送信端末が、前記決定信号の情報に基づいて、以前に存在するデータ送信にチャネ
ル又はサブキャリアを割り当てることを特徴とする方法。
【請求項５】
　請求項４記載の方法において、
　前記提案信号を、専用のパケットとして、送信パケットの一部若しくはそれに続くもの
として、又はデータパケットの一部若しくはそれに続くものとして送信することを特徴と
する方法。
【請求項６】
　請求項４又は５記載の方法において、
　前記決定信号を、専用のパケットとして又は送信パケットの一部若しくはそれに続くも
のとして送信することを特徴とする方法。
【請求項７】
　請求項４から６のうちのいずれか１項に記載の方法において、
　前記提案信号と前記決定信号の両方をバイナリシーケンスとすることを特徴とする方法
。
【請求項８】
　バンド幅が複数のチャネル又はサブキャリアに分割されるネットワークの所定のチャネ
ル又はサブキャリアを、データ交換を試みる送信端末と受信端末の両方に適切に割り当て
る方法において、
　前記送信端末が、固定されたチャネル又はサブキャリア割当てを表す第１の管理フレー
ムを送信するステップと、
　前記受信端末が、第２の管理フレームを送信するステップと、
　前記送信端末が、前記第２の管理フレームの情報に基づいて、以前に存在する一つ以上
のデータ送信にチャネル又はサブキャリアを割り当てることを特徴とする方法。
【請求項９】
　請求項８記載の方法において、
　前記第１及び第２の管理フレームをバイナリシーケンスとすることを特徴とする方法。
【請求項１０】
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　バンド幅が複数のチャネル又はサブキャリアに分割されるネットワークの所定のチャネ
ル又はサブキャリアを、データ交換を試みる送信端末と受信端末の両方に適切に割り当て
る方法において、
　前記送信端末が、要求に適合するチャネル又はサブキャリアで第１の利用可能性信号を
前記送信端末の観点から送信するステップと、
　前記受信端末が、要求に適合するチャネル又はサブキャリアで第２の利用可能性信号を
前記受信端末の観点から送信するステップと、
　前記送信端末が、前記第１及び第２の利用可能性信号に基づいて、以前に存在する一つ
以上のデータ送信にサブキャリアを割り当てることを特徴とする方法。
【請求項１１】
　請求項１０記載の方法において、
　前記第１及び第２の利用可能性信号をバイナリシーケンスとすることを特徴とする方法
。
【請求項１２】
　請求項３，７，９又は１１記載の方法において、
　前記バイナリシーケンスのビット長が、前記媒体のチャネル又はサブキャリアの合計量
に等しいことを特徴とする方法。
【請求項１３】
　請求項１０から１２のうちのいずれか１項に記載の方法において、
　前記第１及び第２の利用可能性信号をエネルギートーンパルスとすることを特徴とする
方法。
【請求項１４】
　請求項４から１３のうちのいずれか１項にしたがって適切に割当てを行う方法において
、
　前記媒体の状態に従って適切に割り当てられたサブキャリア又はチャネルを、所定の持
続時間中に一定に保持し、又は各データ送信後に再び割り当てることを特徴とする方法。
【請求項１５】
　請求項４から１４のうちのいずれか１項に従ってデータ交換を試みる送信端末と受信端
末の両方に所定のチャネル又はサブキャリアを適切に割り当てる方法において、前記送信
端末が、ネゴシエーションの終了後にどのチャネル又はサブキャリアが最終的に選択され
たかを表す通知信号を送信することを特徴とする方法。
【請求項１６】
　請求項１５記載の方法において、
　前記受信端末が、前記通知信号を受信した後にどのチャネル又はサブキャリアが最終的
に選択されたかを表す同様な通知信号を送信することを特徴とする方法。
【請求項１７】
　複数のチャネル又はサブバンドに分割される所定のバンド幅で作動するマルチキャリア
ネットワークにアクセスできる装置において、
　前記チャネル又はサブキャリアの状態を決定する手段と、
　状態信号を発生する手段と、
　前記ネットワーク上で前記状態信号を送信する手段とを具えることを特徴とする装置。
【請求項１８】
　請求項１７記載の装置において、
　前記ネットワークのチャネル又はサブキャリアの予め決定された状態に従ってバイナリ
シーケンスを生成する手段を具えることを特徴とする装置。
【請求項１９】
　複数のチャネル又はサブバンドに分割される所定のバンド幅で作動するマルチキャリア
ネットワークにアクセスできる装置において、
　前記バンド幅の各チャネル又はサブキャリアの状態を決定する手段と、
　提案信号を発生する手段と、
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　前記マルチキャリアネットワークで前記提案信号を送信する手段と、
　受信端末によって発生し及び送信された決定信号を受信する手段と、
　前記決定信号に基づいて、以前に存在する一つ以上のデータ送信にチャネル又はサブキ
ャリアを割り当てる手段とを具えることを特徴とする装置。
【請求項２０】
　複数のチャネル又はサブバンドに分割される所定のバンド幅で作動するマルチキャリア
ネットワークにアクセスできる装置において、
　前記ネットワークのチャネル又はサブキャリアの状態を決定する手段と、
　予め決定された状態に従う固定されたチャネル又はサブキャリアの割当てを表す第１の
管理フレームを発生する手段と、
　前記ネットワーク上で前記第１の管理フレームを送信する手段と、
　他の端末によって発生し及び送信される第２の管理フレームを受信する手段とを具える
ことを特徴とする装置。
【請求項２１】
　バンド幅を複数のチャネル又はサブキャリアに分割するマルチキャリアネットワークに
アクセスすることができる装置において、
　前記チャネル又はサブキャリアの状態を決定する手段と、
　前記バンド幅に属するチャネル又はサブキャリアに並列に第１の利用可能性信号を送信
する手段と、
　前記バンド幅に属するチャネル又はサブキャリアに並列に送信される第２の利用可能性
信号を受信する手段と、
　所定のチャネル又はサブキャリアを、以前に存在するデータ送信に割り当てる手段とを
具えることを特徴とする装置。
【請求項２２】
　請求項２１記載の装置において、
　エネルギートーンパルスを発生する手段を具えることを特徴とする装置。
【請求項２３】
　請求項１７から２２のうちのいずれか１項に記載の装置において、
　前記手段の少なくとも二つを１ユニットに結合したことを特徴とする装置。
【請求項２４】
　バンド幅を複数のチャネル又はサブキャリアに分割するネットワークにおいて、所定の
数のチャネル又はサブキャリアを、以前に存在するデータ送信に割り当てるシステムにお
いて、
　前記バンド幅のチャネル又はサブキャリアの状態を決定する手段及び決定された状態に
従って信号を発生する手段を具える第１の装置と、
　前記チャネル又はサブキャリアの状態を決定する手段及び前記状態に従って信号を発生
する手段を具える第２の装置とを具えることを特徴とするシステム。
【請求項２５】
　通信ネットワーク又は無線ローカルエリアネットワークにおける上記方法、装置又はシ
ステムのいずれかの使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のサブキャリアがデータパケットの並列送信に用いられるマルチキャリ
ア（ＭＣ）システムで用いられるサブキャリアの状態の送信方法に関する。現在用いられ
ているＭＣ機構の一つは、ＣＤＭＡ（符号分割多重アクセス）ネットワークに適用されて
いる。ＣＤＭＡネットワークにおいて、各データシンボルは、送信に必要なバンド幅より
広いバンド幅に亘って拡散される。このように、要求されるスペクトルエネルギーは、非
拡散スペクトル系に比べて低くなり、これを、同一の周波数帯域において並列送信チャネ
ルを許容するために用いることができる。種々のチャネルで送信されるデータを、各チャ
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ネルに対して異なる拡散コードを用いることによって区別することができる。データスト
リームは、シンボル又はチップの連続するシーケンスから構成される。１ユーザのデータ
ストリームの各シンボルは、同一拡散コードの各エレメントによって多重化され、したが
って、複数の狭帯域サブキャリアに配置される。
【０００２】
　以下、用語チャネルは、予め決定された所定のチャネルからなるコードチャネルを含む
。
【０００３】
　本発明は、特に、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）プロトコルとしてＣＳＭＡ／ＣＡ（搬送
波感知多重アクセス／衝突回避）を用いるＩＥＥＥ(Institute of Electrical and Elect
ronics Engineers)の無線ＬＡＮ（ローカルエリアネットワーク）規格に関する。ＣＳＭ
Ａにおいて、ノードは、共有される物理的な媒体上で送信する前に他のトラフィックが存
在しないことを確認する。物理的な媒体を、無線ＬＡＮのような無線ネットワーク又はイ
ーサネット（登録商標）の光ファイバ又はツイストペアケーブルのバスの電磁スペクトル
のバンドとすることができる。無線ネットワークにおいて、複数の接続が同時に生じる。
したがって、送信を試みる前に、送信機は、他の局からの（符号化）信号の存在を検出す
るためにキャリア上で識別を行う。
【０００４】
　また、本発明は、複数のチャネル又はサブキャリアに分割される所定のバンド幅で作動
するマルチキャリアネットワークにアクセスすることができる装置に関する。本発明は、
以前に存在する送信に対して所定のチャネル又はサブキャリアを割り当てるシステムにも
関する。
【０００５】
　また、本発明は、現在使用されていない又は現在最適であると思われるマルチキャリア
ネットワークのチャネル又はサブキャリアを適切に接続に割り当てる方法に関する。
【背景技術】
【０００６】
　多重アクセスを有する媒体において、多重ノードは、送受信をコンカレントに行うこと
ができる。多重ノードによるコンカレント送信の結果、フレーム衝突が生じ、この場合、
受信機は、重複する受信信号からフレームを抽出することができない。
【０００７】
　送信を試みる装置は、意図した受信機が作動するバンド幅とは異なる所定の作動バンド
幅を有することがある。これら二つのバンド幅の重複エリアは、現在のＭＣシステムで用
いることができる共通のバンド幅を形成する。
【０００８】
　異なる二つの多重アクセス機構は、ＣＳＭＡ／ＣＡ（搬送波感知多重アクセス／衝突回
避）及びＣＳＭＡ／ＣＤ（搬送波感知多重アクセス／衝突検出）である。衝突回避の機構
において、送信を行おうとするデータ局は、第１に、リザベーション信号を送信し、第２
に、リザベーション信号を受信するために全ての局に対して十分な時間待機した後にフレ
ームを送信し、第３に、送信中に局が他の局からリザベーション信号を検出した場合、局
は、任意の時間送信を停止し、その後に再び送信を試みる。それに対して、衝突検出の機
構において、フレーム送信中に他の信号を検出する局は、フレームの送信を停止し、信号
を表す衝突を送信し、その後、当該フレームの送信を再び試みる前に任意の時間間隔の待
機を行う。
【０００９】
　無線ネットワークにおいて、ネットワークが分割されるサブセット例えばクラスタが例
えばフォアーダ又はブリッジによって相互接続される場合には、広大なエリアをカバーす
ることができる。互いに隣接する二つのクラスタの加入者は、一方の加入者が他方の加入
者の受信範囲内に存在しないときには直接通信を行うことができない。フォワーダによっ
て送信された信号を、互いに隣接する両方のクラスタのメンバーによって受信することが
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できる。隠れノード問題を最小にするために用いられる機構の一つは、イーサネットのオ
ンデマンド機構「送信要求信号／送信許可信号（ＲＴＳ／ＣＴＳ）」である。データフレ
ームの送信を開始する前に、送信局は、受信局のＣＴＳフレームによって回答されたＲＴ
Ｓフレームを送信する。ＲＴＳ及びＣＴＳフレームは、次のデータフレームの送信時間の
長さ及び対応するＡＣＫフレーム（承認）についての情報を有する。ＲＴＳ／ＣＴＳ機構
を用いることによって、送信局から非常に離間しているのでＲＴＳフレームを受信するこ
とができないが受信局に十分近いためにＣＴＳフレームを受信することができる隠れノー
ドとしての第３の局は、観察したチャネルをアイドルでないものとして実現するのでそれ
自体の送信を開始しない。
【００１０】
　シーケンスＲＴＳ，ＣＴＳ，ＤＡＴＡ及びＡＣＫの二つのフレーム間で、プロトコル８
０２．１１ａに場合には１６μｓの持続時間の短いフレーム間隔（ＳＩＦＳ）を配置する
ことができる。
【００１１】
　ＭＣ－ＣＤＭＡ機構は、従来技術に関連する図１に示すようにデータストリームの各デ
ータシンボルを周波数領域に拡張するデジタル変調技術である。一つの元のシンボル又は
チップの各々は、狭帯域サブキャリアの各々に配置される。全チャネルバンド幅は、サブ
キャリア、本例では四つのサブキャリアｆ１～ｆ４に分割される。シンボル持続時間がＴ

ｂであると仮定すると、サブキャリアのスペクトル距離を少なくとも１／Ｔｂとする必要
がある。
【００１２】
　図１の例において、４ユーザの元の信号が４サブキャリアに拡散され、その各々に一つ
の元の信号（チップ）が付与され、従って、４の拡散利得が与えられる。一つのチャネル
又はサブキャリアの種々のチップ間の区別を行うために、各チップは、使用された拡散コ
ードがチップを規定する際に符号化される。同一チャネル又はサブキャリアに属するデー
タは全て、長さＬの同一バイナリコードシーケンスで拡張される。
【００１３】
　例えば、周波数偏移偏重を用いる際には、バイナリコードシーケンスの第３の位置の“
０”は、第３のサブキャリアに課される第３のチップの位相に係数πが加えられることを
意味し、バイナリコードシーケンスの第３の位置の“１”は、チップの位相に関しては０
の位相シフトに対応する。
【００１４】
　ｎ番目のサブキャリアで最終的に送信されるシンボル又は信号は、並列なｋチャネルの
ｎ番目のチップの各々の和に対応し、本例ではｋ＝４である。変数ｋは、有効なユーザ、
加入者、端末又は局にそれぞれ対応する。
【００１５】
　互いに相違する装置は、装置が動作可能な利用できるサブキャリアの互いに相違するサ
ブセットを有するので、接続を開始しようとする二つの装置は、装置が情報を交換しよう
とするサブキャリア又はチャネルの共通のセットをそれぞれ見つける必要がある。
【００１６】
　各チャネルは、可変であるバンド幅領域の中心周波数を用いる。例えば、動作に対して
所定の数（例えば、８）のサブキャリアを必要とするチャネルは、送信機が利用できるサ
ブキャリアと受信機が利用できるサブキャリアの共通の又は重なり合うサブキャリアであ
るサブキャリア群からサブキャリアを選択する必要がある。
【発明の開示】
【００１７】
　本発明の目的は、マルチキャリアネットワークのサブキャリアの状態を送信する方法を
提供することである。
【００１８】
　本発明の他の目的は、現在アイドルであるマルチキャリアネットワークのサブキャリア
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の所定のサブキャリアを適切に接続に割り当てる方法を提供することである。
【００１９】
　本発明の他の目的は、以前に存在する送信に対する所定のチャネル又はサブキャリアの
割当てをサポートすることができる装置によって、複数のチャネル又はサブキャリアに分
割される所定のバンド幅で作動するマルチキャリアネットワークにアクセスすることがで
きる装置を提供することである。
【００２０】
　本発明の目的は、以前に存在する送信に対して所定のチャネル又はサブキャリアを割り
当てるシステムを提供することである。
【００２１】
　送信方法に対して、所定の量のチャネル又はサブキャリアに分割される所定のバンド幅
で作動するマルチキャリアネットワークのような媒体のサブキャリアの状態を送信する方
法において、前記状態の送信の際に、端末が、前記バンド幅の各チャネル又はサブキャリ
アの現在の状態を表す状態信号を送信することを特徴とする方法によって、目的が解決さ
れる。ネットワーク内において、接続が設定され、保持され、その後終了される。一つの
接続が保持される間、媒体のチャネルの一部を使用することができ、したがって、占有す
ることができる。一旦接続を終了すると、これらのチャネルは再びアイドルになる。その
理由は、チャネルの状態が時間変動するとともに他の接続が設定される前にチャネルの状
態をチェックする必要があるからである。媒体のチャネルの状態の送信は、現在のトラフ
ィックに関して識別を行う各ノードを更新する。
【００２２】
　前記状態信号を、専用のパケットとして、送信パケットの一部若しくはそれに続くもの
として、又はデータパケットの一部若しくはそれに続くものとして前記媒体で送信するこ
とができる。
【００２３】
　一変形例によれば、専用のパケットのみが、場合によってはＩＦＳを伴って送信される
。他の変形例によれば、状態信号又は情報は、送信パケット内のフィールド又は情報エレ
メントとして送信されるので送信パケットの一部となる。他の変形例によれば、状態信号
又は情報は、休止又はむだ時間なく送信パケットに続き、したがって、状態信号又は情報
及び送信パケットは結合パケットを形成し、状態信号は、送信パケットに載せて仮想的に
配置される。他の変形例によれば、状態信号又は情報は、パケットのヘッダ又は他の部分
のフィールド又は情報エレメントとして送信される。他の変形例によれば、状態信号は、
送信パケットの一部となり又は休止若しくはむだ時間なく送信パケットに続き、したがっ
て、状態信号又は情報及び送信パケットは結合パケットを形成し、状態信号は、送信パケ
ットに載せて仮想的に配置される。
【００２４】
　一例によれば、状態信号を、アイドルすなわち有効チャネル又はサブキャリアを表す“
１”及び占有されたすなわち無効なチャネル又はサブキャリアを表す“０”を有するバイ
ナリシーケンスとする。バイナリシーケンスの最上位ビットは、選択したバンド幅の最低
周波数に対応する。
【００２５】
　好適例によれば、バイナリシーケンスのビット長は、全媒体の状態が単一ステップで通
信されるので媒体のチャネル又はサブキャリアの合計量に等しくなる。
【００２６】
　ネットワークのチャネル又はサブキャリアを適切に割り当てる方法に関して、独立請求
項４，８及び１０の方法によって目的が解決される。
【００２７】
　送信端末によって送信された提案信号は、どのサブキャリアが送信端末の観点から利用
できるか、すなわち、どのサブキャリアが送信端末の周辺又は半径内で利用できるかを表
す。送信端末は、送信端末の観点から各チャネル又はサブキャリアの状態を決定する。場
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合によっては異なる位置及び検知半径、したがって、異なる観点を有する受信端末は、チ
ャネル又はサブキャリアの状態を予め決定し、受信端末が送信端末が識別するのとは異な
る状態を識別することを考慮しながらどのサブキャリアを選択するかを表す決定信号を送
信する。最終的には、送信端末は、決定信号の情報に基づいて、以前に存在するデータ送
信にサブキャリアを割り当てる。この方法は、イーサネットのようなネットワークに特に
有用である。
【００２８】
　前記提案信号を、専用のパケットとして、送信パケットの一部若しくはそれに続くもの
として、又はデータパケットの一部若しくはそれに続くものとして送信することができる
。
【００２９】
　一変形例によれば、専用のパケットのみが、場合によってはＩＦＳを伴って送信される
。他の変形例によれば、状態信号又は情報は、送信パケット内のフィールド又は情報エレ
メントとして送信されるので送信パケットの一部となる。他の変形例によれば、状態信号
又は情報は、休止又はむだ時間なく送信パケットに続き、したがって、状態信号又は情報
及び送信パケットは結合パケットを形成し、状態信号は、送信パケットに載せて仮想的に
配置される。他の変形例によれば、状態信号又は情報は、パケットのヘッダ又は他の部分
のフィールド又は情報エレメントとして送信される。他の変形例によれば、状態信号は、
送信パケットの一部となり又は休止若しくはむだ時間なく送信パケットに続き、したがっ
て、状態信号又は情報及び送信パケットは結合パケットを形成し、状態信号は、送信パケ
ットに載せて仮想的に配置される。
【００３０】
　前記決定信号を、専用のパケットとして又は送信パケットの一部若しくはそれに続くも
のとして送信することができる。
【００３１】
　二つの変形例の説明に解しては、提案信号の上記説明を参照されたい。
【００３２】
　一例によれば、提案信号及び決定信号を、アイドルすなわち有効チャネル又はサブキャ
リアを表す“１”及び占有されたすなわち無効なチャネル又はサブキャリアを表す“０”
を有するバイナリシーケンスとする。バイナリシーケンスの最上位ビットは、選択したバ
ンド幅の最低周波数に対応する。
【００３３】
　好適例によれば、バイナリシーケンスのビット長は、全媒体の提案及び決定を単一ステ
ップで通信できるので媒体のチャネル又はサブキャリアの合計量に等しくなる。
【００３４】
　独立請求項８の方法によれば、送信端末は、固定されたチャネル又はサブキャリア割当
てを表す第１の管理フレームを送信し、受信端末は、第２の管理フレームを送信する。こ
れらのフレームは、両方とも以前に存在するデータ送信に対するチャネル又はサブキャリ
アの割当てに基づいて取り出される。接続時間中、他の接続を終了し又は他の接続を開始
することができるので媒体の状態を変更することができる。したがって、接続が保持され
ている間、使用されるサブキャリアを変更するのが有利であり又は使用されるサブキャリ
アを変更する必要がある。その理由は、用いられるサブキャリアが接続中に変更されるた
めにこの方法が適応割当て(adaptive allocation)と称されるからである。
【００３５】
　一例によれば、第１及び第２の管理フレームを、アイドルすなわち有効チャネル又はサ
ブキャリアを表す“１”及び占有されたすなわち無効なチャネル又はサブキャリアを表す
“０”を有するバイナリシーケンスとする。バイナリシーケンスの最上位ビットは、選択
したバンド幅の最低周波数に対応する。
【００３６】
　好適例によれば、バイナリシーケンスのビット長は、全媒体のバンド幅に従って第１の
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管理フレームを単一ステップで通信できるとともに第２の管理フレームを他の単一ステッ
プで通信できるので媒体のチャネル又はサブキャリアの合計量に等しくなる。
【００３７】
　独立請求項１０の方法によれば、送信端末は、送信端末の観点からアイドルである、す
なわち、送信端末の周辺又はその半径内で利用できるチャネル又はサブキャリアで第１の
利用可能性信号を送信する。その後、受信端末は、チャネル又はサブキャリアの状態を決
定するとともに、受信端末の観点からアイドルであるチャネル又はサブキャリアの第２の
利用可能性信号を送信し、送信端末は、この情報に基づいてサブキャリアを一つ以上の以
前に存在するデータ送信に割り当てる。第１の利用可能性信号の成分が第２の利用可能性
信号の成分と並列に送信されるので、これは高速の種類のネゴシエーションとなる。
【００３８】
　好適例によれば、第１及び第２の利用可能性信号をエネルギートーンパルスとする。第
１及び第２の利用可能性信号のみが送信されるので、第１及び第２の利用可能性信号に対
して異なる周波数を選択するのが好適であり、したがって、媒体上で認識する第３のノー
ドは、送信端末の利用可能性信号であるか受信端末の利用可能性信号であるかを見積もる
ことができる。
【００３９】
　使用しようとするチャネル又はサブキャリアの情報を有する送信端末の送信範囲におけ
る端末の割合を最大にするために、送信端末は、ネゴシエーションを終了した後にどのチ
ャネル又はサブキャリアが最終的に選択されたかを表す同様な通知信号を送信することが
できる。
【００４０】
　計画された送信を妨害しない端末の割合を最大にするために、受信端末は、通知信号を
受信した後にどのチャネル又はサブキャリアが最終的に選択されたかを表す同様な通知信
号を送信することができる。
【００４１】
　装置については、請求項１７から２３のうちのいずれか１項に記載した内容によって目
的が解決される。
【００４２】
　システムについては、請求項２４に記載したようにして目的が解決される。
【００４３】
　本発明による方法、装置及びシステムを、通信ネットワーク、無線ローカルエリアネッ
トワーク（ＷＬＡＮ）又は無線パーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）で用いること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４４】
　以下、本発明を、添付図面を参照して更に詳細に説明する。
　図２は、第１の変形例による送信端末及び受信端末のタイムチャートを示し、この場合
、どのサブキャリアが利用できるかを表す提案信号ｓ１が、次の送信パケット（ＲＴＳ）
の一部として又はその直後に送信され、休止ＳＩＦＳの後、現在のトラフィックについて
の受信端末の情報を考慮しながらどのサブキャリアを選択できるかを表す決定信号ｓ２が
、次の送信パケット（ＣＴＳ）の一部として又はその直後に送信される。タイムチャート
の上側は送信端末又は送信源に関連し、タイムチャートの下側は受信端末又は受信機に関
連する。全体のバンド幅、例えば、２０ＭＨｚが、複数のチャネル、例えば、５２個のサ
ブキャリアに分割される。これら５２個のサブキャリアのうちの２４個を示す。図示した
サブキャリアの最低のものは周波数ｆ０を有する。図示したサブキャリアの最高のものは
周波数ｆ０＋ｎｆｓを有し、この場合、ｎを、サブキャリアの数とし、すなわち、ｎ＝２
４とし、ｆｓをステップ周波数とし、例えば、２０ＭＨｚのバンド幅をサブキャリアの数
ｎ＝２４で除算するとｆＳ＝０．８３ＭＨｚとなる。信号ｓ１及びｓ２は、システムのキ
ャリア数ｋに対応する長さｋの送信ビットシーケンスとなる。送信端末の周波数スペクト
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ルに関連する説明は、受信端末に対しても有効である。
【００４５】
　図３は、第２の変形例による送信端末及び受信端末のタイムチャートを示し、この場合
、送信端末と受信端末との間のネゴシエーションの結果、互いに全く隣接しないサブキャ
リア上で実行されるデータが並列送信される。サブキャリアのセットを、計画したデータ
送信に割り当てた後、送信端末は、選択したサブキャリアでの送信を開始し、受信端末は
、送信端末によって用いられるチャネル又はサブキャリア群で承認信号を送信する。
【００４６】
　図４は、送信端末及び受信端末のタイムチャートを示し、この場合、選択したサブキャ
リアは、ＲＴＳフレームが送信された後に変更される。これは、送信を開始するときに適
切であると送信端末が選択したサブキャリアにおいて送信端末が送信フレームを送信する
ことを意味する。ＳＩＦＳ中、受信端末は、サブキャリアの状態を調べ、本例では、第３
の局の送信フレーム、すなわち、提案信号ｓ３に続くＲＴＳフレームを実現する。応答の
際に、受信端末は、ＲＴＳフレームとは異なるサブキャリアで送信される決定信号ｓ２に
続く送信フレームＣＴＳで回答する。ＳＩＦＳの後、送信端末は、ＣＴＳフレームを受信
したサブキャリアでデータを送信する。その理由は、送信端末がこれらのサブキャリアを
データ送信に使用すべきものとして割り当てたからである。更なるＳＩＦＳの後、受信端
末は、データ送信に用いたのと同じサブキャリアで承認フレームを送信する。
　信号ｓ３を具えるフレームは、外部接続(alien connection)及び干渉に属する。
【００４７】
　図５は、送信端末及び受信端末のタイムチャートを示し、この場合、接続は、１データ
パケットを送信するのに要する時間より長くなっている。この場合、データパケットの次
のフラグメントに対するサブキャリアの提案されたセットは、データパケットの先のフラ
グメントに続く信号ｓ５となり、データパケットの次のフラグメントに対するサブキャリ
アの決定されたセットは、ＡＣＫフレームに続く信号ｓ５となる。
【００４８】
　図６は、本発明の他の実施の形態による送信端末及び受信端末のタイムチャートを示し
、この場合、媒体アクセスは管理フレームによってネゴシエーションされる。送信端末に
よって送信される管理フレームは、宛先チャネル割当てｓ７を含む管理フレームにより受
信端末によって回答される提案されたチャネル割当てｓ６を含む。本例において、第１及
び第２のデータパケットは、管理フレームでネゴシエーションが行われたサブキャリア上
で送信される。本例では、サブキャリアの現在の状態を表すバイナリシーケンスを含む他
の管理フレームｓ８が、受信端末の第２の承認フレームに続く。送信端末は、この情報に
基づいて種々のサブキャリアを次の（一つ以上の）データパケットに割り当てる。
【００４９】
　図７は、本発明の他の実施の形態による送信端末及び受信端末のタイムチャートを示し
、この場合、媒体アクセス及びサブキャリアのセットは、エネルギーパルスによってネゴ
シエーションされる。接続の設定を試みる送信端末は、サブキャリアを調べ、関連のサブ
キャリアのエネルギートーン信号ｓ９を第１の利用可能性信号ＡＳ１として送信すること
によって、現在適合しているサブキャリアをリザーブする。受信端末は、行われようとす
るデータ送信に対して選択することができるサブキャリアで第２の利用可能性信号ＡＳ２
ｓ１０を送信する。休止後、送信端末は、受信端末のＡＳ２ｓ１０信号に従って送信用に
割り当てられたサブキャリアの一部又は全てでデータパケットを送信する。受信端末の承
認フレームは同一サブキャリア上で送信される。
【００５０】
　図８は、本発明の他の実施の形態による送信端末及び受信端末のタイムチャートを示し
、この場合、選択したサブキャリアは、ＲＴＳフレームを送信した後、提案したサブキャ
リア群になかったサブキャリアに変更される。これは、送信開始時に適合したものとして
選択したサブキャリアで送信端末が送信フレームを送信することを意味する。受信端末は
、受信端末の観点からサブキャリアの状態を調べ、送信側で利用できるサブキャリア群が
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以前に提案したサブキャリアとオーバーラップしないようにする。応答の際に、受信端末
は、ＲＴＳフレームとは異なるサブキャリアで送信される宛先信号ｓ１２に続く送信フレ
ームＣＴＳによって回答を行う。ＳＩＦＳの後、送信端末は、ＣＴＳフレームを受信した
サブキャリアでデータを送信する。その理由は、送信端末がこれらのサブキャリアをデー
タ送信に使用すべきものとして割り当てたからである。更なるＳＩＦＳの後、受信端末は
、データ送信に用いたのと同じサブキャリアで承認フレームを送信する。このケースは、
データ交換に用いることができるサブキャリア群に対する提案ｓ１１を送信した端末が必
ずしも当該サブキャリアでの応答を予測しないときに当てはまる。
【００５１】
　本発明を以下のように要約することができる。送信局は、占有することを所望するチャ
ネル又はサブキャリアの提案されたセットについての情報を受信局に提供する必要がある
。それに対して、受信機は、受信局が最適な受信状態を予測する共通チャネル又はサブキ
ャリア群から所望するチャネル又はサブキャリアを送信局に知らせる必要がある。サブキ
ャリアの決定されたセットの送信を、パケットごとに接続の開始時に、所定の周期ごとに
又は要求に応じて実行することができる。一旦、送信機が、使用しようとするチャネル又
はサブキャリアの決定されたセットを識別すると、送信機は、受信機及びネットワークの
範囲内の他の全ての端末に対して、次に使用することが了承されたサブキャリアのセット
を送信する。使用されるリソースに関連するネゴシエーションをオープンにするので、ネ
ットワークの他のメンバーは、ネゴシエーションを識別し、それに従うことができる。し
たがって、他のメンバーは、どのチャネル又はサブキャリアがリザーブされているかを識
別する。しがたって、送信機は、必ずしも次のステップを実行する必要がなく、データ送
信に使用されるサブキャリアの選択されたセットを送信する必要がない。ＲＴＳ及び／又
はＣＴＳを認識する局は、適合したものとして説明したキャリアの各々での送信を予測し
、そのようなキャリアでの送信を開始しない。局は、先ず、データ送信を認識することに
よって実際に用いられるチャネル又はサブキャリアを見つける。
【００５２】
　最終的な送信ハンドシェイクが要求されるあり得る理由の一つは、他の端末がフレーム
を識別しないからであり、この場合、サブキャリア又はチャネルのセットは、送信機によ
って提案されるとともに受信機によって決定される。これを、例えば、サブキャリア又は
チャネルのセットをデータフレーム又はＡＣＫフレームで送信するケースとすることがで
きる。送信機及び受信機の最終的なハンドシェイクの他の理由は、受信機が送信機によっ
て提案されなかった一つ以上のサブキャリアを提案できるからである。この場合、送信機
の周辺の装置は、データ送信を開始する前にサブキャリア又はチャネルを認識する機会が
ない。
【００５３】
　本発明において、受信機が送信機によって提案されたサブキャリア又はチャネルのサブ
セットを選択することを提案する。しかしながら、受信機が送信機と全く異なるサブキャ
リア又はチャネルを選択することもできる。これは可能である。その理由は、最終的にデ
ータパケットを復号できるようにする必要があるのは受信機であるからである。
【００５４】
　この送信機は、データパケットに載せて、（ＩＥＥＥ８０２．１１のＲＴＳのような）
送信パケットに載せて、又はこのための特別なパケットとして提案及び決定を行った後に
送信するサブキャリア又はチャネル割当てを知らせることができる。
【００５５】
　第３及び第２の解決は、最適な解決である。その理由は、これらの追加のメッセージが
主に他の端末に向けられたものだからであり、他の端末は、これらのメッセージを識別す
る必要がある。したがって、同報メッセージを用いる必要がある。
【００５６】
　受信機は、受信機それ自体のデータ送信に載せて、（ＩＥＥＥ８０２．１１のＲＴＳの
ような）送信パケットに載せて、又はこのための特別なパケットとして実行することがで
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きる承認パケットによって、受信したサブキャリア割当てを承認する。
　この場合も、第３及び第２の解決は、最適な解決である。
【００５７】
　最後に、サブキャリア又はチャネル割当てのプロセスを、送信が行われる受信機によっ
て開始することもできる。この場合、ネゴシエーションを必要としない。受信機は、利用
できるサブキャリア又はチャネルを接続の開始時に又は時折知らせる。データをこの受信
機に送信することを所望する端末は、受信機に対してあり得るサブキャリア又はチャネル
のサブセットを選択する。
【００５８】
　後者の場合、既に説明したように、サブキャリア又はチャネルの選択したセットを送信
機及び受信機の周辺の端末に知らせるための最終的な送信ハンドシェイクが好適である。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】従来技術を示す図である。
【図２】第１の変形例による送信端末及び受信端末のタイムチャートを示す。
【図３】第２の変形例による送信端末及び受信端末のタイムチャートを示す。
【図４】選択されたサブキャリアがＲＴＳフレーム送信後に変更される送信端末及び受信
端末のタイムチャートを示す。
【図５】接続が１データパケットの送信に要する時間より長い送信端末及び受信端末のタ
イムチャートを示す。
【図６】媒体アクセスが管理フレームによってネゴシエーションされる本発明の他の実施
の形態による送信端末及び受信端末のタイムチャートを示す。
【図７】媒体アクセス及びサブキャリアのセットが管理フレームによってネゴシエーショ
ンされる本発明の他の実施の形態による送信端末及び受信端末のタイムチャートを示す。
【図８】選択されたサブキャリアがＲＴＳフレーム送信後に変更されるとともに新たに提
案されたサブキャリアが提案されたサブキャリア群に属さない本発明の他の実施の形態に
よる送信端末及び受信端末のタイムチャートを示す。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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